
　

連
合
山
形
地
協
第
16
回
定
期
総
会
は
、
11
月

19
日
、
出
席
代
議
員
数
を
制
限
す
る
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
講
じ
、
大
手
門

パ
ル
ズ
に
て
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
総
会
議
長
に
情
報
労
連

菊
地
真

由
美
代
議
員
・
自
治
労

鈴
木
裕
一
代
議
員
を
選

出
。
岡
田
洋
輔
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
連
合
山

形

舩
山
整
会
長
、
立
憲
民
主
党
県
連
合
第
１
区

原
田
和
広
総
支
部
長
、
山
形
地
区
労
働
者
福
祉

協
議
会

柴
田
洋
成
事
務
局
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
地
協
議
員
懇

武
田
聡
会
長
、
国
民

民
主
党
県
総
支
部
連
合
会

青
柳
安
展
会
長
な
ど

か
ら
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
２
～
２
０
２
３
年
度
活

【
２
０
２
２
～
２
０
２
３
年
度
役
員
体
制
】

議　
　

長　

岡
田　

洋
輔
（
交

通

労

連
）

副

議

長　

調　

整　

中
（
天
童
連
絡
会
）

副

議

長　

松
田　

大
輔
（
情

報

労

連
）

副

議

長　

榎
本　

泰
智
（
電

力

総

連
）

副

議

長　

武
田　
　

純
（
自　

治　

労
）

副

議

長　

本
間　

智
也
（
Ｊ

Ｐ

労

組
）

事
務
局
長　

村
山　

幸
一
（
連

合

山

形
）

事
務
局
次
長　

調　

整　

中
（
天
童
連
絡
会
）

幹　
　

事　

佐
藤　

紘
一
（
自
動
車
総
連
）

幹　
　

事　

大
場
健
太
郎
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）

幹　
　

事　

山
口　

浩
之
（
Ｊ　

Ａ　

Ｍ
）

幹　
　

事　

大
内　

和
之
（
Ｊ

Ｒ

総

連
）

幹　
　

事　

三
沢　

拓
也
（
交

通

労

連
）

幹　
　

事　

羽
田
周
太
郎
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
）

幹　
　

事　

金
田　

康
広
（
運

輸

労

連
）

幹　
　

事　

三
瀧　

知
一
（
自　

治　

労
）

幹　
　

事　

鈴
木　

淳
子
（
自　

治　

労
）

幹　
　

事　

逸
見　

利
香
（
高　

教　

組
）

幹　
　

事　

齋
藤　
　

博
（
国

公

総

連
）

幹　
　

事　

佐
藤　

悦
朗
（
全　

水　

道
）

幹　
　

事　

原
田　

健
司
（
青
年
委
員
会
）

幹　
　

事　

村
山　

直
美
（
女
性
委
員
会
）

会
計
監
査　

安
食　

寛
人
（
フ
ー
ド
連
合
）

会
計
監
査　

澁
谷　

大
輔
（
政　

労　

連
）

　

女
性
委
員
会
は
11
月
11
日
、
第
16
回
総
会
を

開
催
し
た
。
は
じ
め
に
、
鈴
木
美
郷
委
員
長
が

挨
拶
し
、
つ
ぎ
に
齋
藤
彩
事
務
局
長
か
ら
一
年

間
の
活
動
報
告
。
続
い
て
八
鍬
悟
子
委
員
よ
り

新
年
度
の
方
針
を
提
案
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
選
出
で

は
、
村
山
直
美
さ
ん
が
新
委
員
長
に
選
出
さ
れ

た
。

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

委

員

長　

村
山　

直
美
（
自

治

労
・
新
）

副
委
員
長　

石
岡　

蘭
子
（
交
通
労
連
・
再
）

事
務
局
長　

齋
藤　
　

彩
（
Ｊ
Ｐ
労
組
・
再
）

委　
　

員　

太
田　

帆
南
（
情
報
労
連
・
新
）

委　
　

員　

海
老
名
奏
恵
（
電
力
総
連
・
新
）

委　
　

員　

渡
辺　

千
夏
（
政

労

連
・
再
）

委　
　

員　

笹
原
沙
緒
里
（
自

治

労
・
新
）

委　
　

員　

和
田　

桜
子
（
高

教

組
・
再
）

委　
　

員　

調　

整　

中
（
電
機
連
合
・　

）
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動
方
針
案
、
２
０

２
２
年
度
一
般
会

計
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お

り

可

決
。
次

に
、

役
員
選
出
、
総
会

宣
言
が
承
認
さ
れ

た
。
さ

い

ご

に
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採

択
し
、
さ
ら
な
る

躍
進
を
め
ざ
し
て

岡
田
議
長
の
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
終
了
し
た
。

今
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
役
員
の
功
績
と

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
社
会
へ
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

安
心
社
会
へ
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
と
も
に
『
必
ず
そ
ば
に
い
る
存
在
』
へ
〜

第
16
回
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
！

女
性
委
員
会
「
第
16
回
総
会
」女性の活躍を推進しよう！（新旧役員）

謹賀新年
2022



　

地
協
議
員
懇
談
会
は
11
月
15
日
、
地
協
四

役
、
市
職
労
同
席
の
も
と
、
大
手
門
パ
ル
ズ

で
連
合
山
形
地
協
が
各
市
長
に
提
出
す
る

「
政
策
制
度
要
請
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
学

習
会
を
開
催
し
た
。

　

要
請
は
、
雇
用
・
労
働
や
行
財
政
・
教
育

な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
ど

れ
も
暮
ら
し
に
密
着
す
る
内
容
ば
か
り
。
ぜ

ひ
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

山形市長へ手交（12 月 9 日）

天童副市長へ手交（12 月 1 日）

上山市長へ手交（12 月 1 日）

青
年
委
員
会
「
第
16
回
総
会
」

地
協
議
員
懇
「
政
策
学
習
会
」

　

青
年
委
員
会
は
11
月
10
日
、
第
16
回
総
会
を

開
催
し
た
。
は
じ
め
に
、
原
田
健
司
委
員
長
が

挨
拶
し
、
高
子
聖
大
事
務
局
長
よ
り
一
年
間
の

活
動
を
報
告
。
議
事
で
は
、
山
本
泰
弘
幹
事
よ

り
２
０
２
２
年
度
の
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、

参
加
者
全
員
の
拍
手
で
承
認
。
さ
い
ご
に
、
原

田
委
員
長
が
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し

終
了
し
た
。

　

連
合
山
形
・
連
合
山
形
地
協
の
共
催
に
よ
る

「
２
０
２
２
新
春
旗
開
き
」
は
１
月
５
日
、
約
60

人
が
参
加
し
大
手
門
パ
ル
ズ
に
て
開
催
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

か
ら
式
典
の
み
の
開
催
と
し
た
。
舩
山
連
合
山

形
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
吉
村
県
知
事
、
吉
野

連
合
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
岡
田

地
協
議
長
の
閉
会
挨
拶
後
、
春
闘
さ
ら
に
参
議

院
選
挙
勝
利
へ
と
、
寅
年
の
今
年
、
勇
敢
で
果

敢
に
攻
め
る
年
と
な
る
よ
う
決
意
を
込
め
て
、

舩
山
会
長
の
音
頭
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

三
唱
し
た
。

10
月
31
日
投
開
票
の
第
49
回
衆
議
院
選
挙
は
、

連
合
山
形
が
推
薦
し
た
「
原
田
和
弘
」（
県
１
区
）

が
、
ち
か
ら
及
ば
ず
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
選
対
本
部
か
ら
の
様
々
な
要
請
に
応

じ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
大
な
る
ご
支
援
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
我
々
が
推
薦
す
る

候
補
者
が
必
ず
や
当
選
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

構
成
組
織
一
丸
と
な
っ
て
た
た
か
い
抜
こ
う
！

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
。

委

員

長　

原
田　

健
司
（
交
通
労
連
・
再
）

副
委
員
長　

鈴
木　

浩
之
（
電
機
連
合
・
再
）

事
務
局
長　

大
江　

勇
気
（
Ｊ

Ａ

Ｍ
・
新
）

事
務
局
次
長　

山
本　

泰
弘
（
自

治

労
・
新
）

幹　
　

事　

沼
田　

竜
成
（
情
報
労
連
・
新
）

幹　
　

事　

宍
戸　

圭
太
（
電
力
総
連
・
新
）

幹　
　

事　

石
山　

将
太
（
自

治

労
・
新
）

幹　
　

事　

島
貫
和
誉
志
（
Ｊ
Ｐ
労
組
・
新
）

幹　
　

事　

調　

整　

中
（
Ｊ
Ｒ
総
連
・　

）

　

連
合
山
形
地
協
は
、
地
協
議
員
懇
談
会
の
三
役
及
び
地
元
議
員
代
表
、

市
職
労
同
席
の
も
と
、
山
形
・
上
山
・
天
童
の
各
市
長
に
、
「
２
０
２
２
年

度
予
算
編
成
並
び
に
制
度
政
策
に
関
す
る
要
請
書
」
を
手
交
し
た
。

　

今
年
は
、
ウ
イ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
雇
用
対
策
と
地

域
活
性
化
を
重
点
項
目
と
し
て
要
請
し
た
。
趣
旨
説
明
後
の
対
談
で
、
上

山
市
長
か
ら
は
「
疲
弊
し
た
地
域
経
済
も
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
減
少
に
よ
り

徐
々
に
回
復
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
若
者
の
地

元
定
着
を
め
ざ
し
た
企
業
誘
致
も
進
め
て
い
る
。
働
き
や
す
い
環
境
も
整

備
し
た
い
。
」
な
ど
、
前
向
き
な
発
言
が
あ
っ
た
。

安
心
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

〜
制
度
政
策
要
請
書
を
市
長
に
提
出
〜

２
０
２
２
新
春
旗
開
き

２
０
２
２
新
春
旗
開
き

ち
か
ら
及
ば
ず
「
衆
議
院
選
挙
」

ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭを！岡田議長

連合にさらなる結集を！

学習と交流を通じ、力を結集！（新旧役員）

挨拶する武田聡会長


